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[主張]　知識層の孤島[footnoteRef:1] [1:  この文章は一部「わかちがき」がなされている。なお、新聞掲載時はタイトル以外「智識」と表記され、『同胞に寄す』ですべて「知識」に修正されている。] 


　いつの世 (よ)にも智 (ち)識 (しき)層 (そう)の 孤 (こ)島 (とう)はあるものである。現世に不 (ふ)平 (へい)不 (ふ)滿 (まん)を抱 (いだ)いて所 (いは)謂 (ゆる)獨 (どく)善 (ぜん)其 (き)身 (しん)、明 (めい)哲 (てつ)保 (ほ)身 (しん)を目 (もく)的 (てき)とし、世事 (せじ)に與 (あつか)るを屑しとしない[footnoteRef:2]もゝの一群 (ぐん)である。これらは自 (みづか)ら高 (たか)くまつて、白眼 (はくがん)をもつて世 (よ)を蔑 (さげす)んでゐるものである。支 (し)那 (な)の亂 (らん)世 (せい)や朝 (てう)鮮 (せん)の麗 (らい)末 (まつ)などによく見 (み)られたものだ。 [2:  「世事に與 (あつか)る」は新聞で「世事に與 (あつか)はる」と誤植され、単行本『同胞に寄す』で「世事にたづさはる」とされている。「屑し」は「いさぎよし」と読む。] 

　しかるに今日朝 (てう)鮮 (せん)に於 (お)いても、かゝる識 (しき)層 (そう)の孤 (こ)島 (とう)が形 (けい)成 (せい)されつゝある。それらの人 (ひと)達 (たち)はいづれも智 (ち)識 (しき)階級 (かいきう)で、賢者 (けんじや)をもつて自 (みづか)ら任 (にん)ずるもので、實 (じつ)際 (さい)文 (ぶん)化 (か)運 (うん)動 (どう)の各 (かく)方 (ほう)面 (めん)で指 (し)導 (どう)者 (しゃ)的 (てき)活動 (かつどう)してゐたものであるが、最 (さい)近 (きん)時 (じ)局 (きよく)の激 (げき)變 (へん)に遭 (そう)遇 (ぐう)し彼 (かれ)等 (ら)が指 (し)導 (どう)しつゝあつた一般 (ぱん)民 (みん)衆 (しう)より 置 (お)き去 (ざ)りにされたものである。彼 (かれ)等 (ら)は民 (みん)衆 (しう)の指 (し)導 (どう)權 (けん)が、いつまでもおのが掌 (せう)中 (ちう)にあるものと、高 (たか)をつてゐるに、民 (みん)衆 (しう)は新 (あたら)しい潮 (ちやう)流 (りう)につて、古 (ふる)い指 (し)導 (どう)者 (しや)群 (ぐん)に置 (お)いてけぼりを喰はして、ずんずんと遠 (とほ)い彼 (かな)方 (た)へ進 (すゝ)んでしまつた。そしてこれらの指 (し)導 (どう)者 (しや)群 (ぐん)はぽつねんと元 (もと)のところに取 (と)り殘 (のこ)されたのである。
さて、これらの智 (ち)識 (しき)群 (ぐん)は如何 (いか)にしたらいゝのか。國 (こく)家 (か)的 (てき)見 (けん)地 (ち)から彼 (かれ)等 (ら)はいづれも多 (おほ)くの費 (ひよう)用をかけて養 (よう)成 (せい)した人 (じん)材 (ざい)であつて、その儘 (まま)棄 (す)ててしまふことは誠 (まこと)に勿 (もつ)體 (たい)ないことである[。]なんとかして彼 (かれ)等 (ら)を再 (ふたた)び役 (やく)に立 (た)てなければならない。
ところがこれらの、廢 (はい)物 (ぶつ)化 (くわ)されんとする智 (ち)識 (しき)群 (ぐん)に活 (かつ)を入 (い)れるには、先 (ま)づしく時 (じ)局 (きょく)を認識 (にんしき)させることから始 (はじ)まらなくてはならないが、つたことには永 (なが)年上 (じやう)層 (そう)部 (ぶ)の待 (たい)遇 (ぐう)を受 (う)けた凡 (ぽん)夫 (ぷ)の常 (つね)として、心 (こころ)に増 (ぞう)上 (てう)慢 (まん)があり、自 (じ)分 (ぶん)は他 (た)から教 (をし)へ導 (みちび)びかれるべきでは ないとして、固 (かた)く心 (こころ)の扉 (とびら)を閉 (とざ)して、尋 (じん)常 (ぜう)一様 (やう)の宣 (せん)傳 (でん)や 勸 (くわん)説 (せつ)では、その心 (こころ)を動 (うご)かすことは出 (で)來 (き)ないし、又 (また)これらの人 (ひと)は新 (しん)聞 (ぶん)雜 (ざつ)誌 (し)等 (など)は自 (じ)分 (ぶん)よりも低 (てい)級 (きう)であるとして 々讀 (よ)んでも呉 (く)れないし、よしや んだところで、それに感 (かん)化 (くわ)されるやうなことはない。
然 (しか)らば如 (い)何 (か)にすれば、この時 (じ)代 (だい)の孤 (こ)島 (とう)の人 (ひと)達 (たち)を再 (ふたた)び現 (げん)世 (せい)に呼 (よ)び戻 (もど)すことが 出來 (でき)るか。それは熱 (ねつ)心 (しん)なる救 (きう)護 (ご)隊 (たい)の活 (くわつ)動 (どう)に俟 (ま)たなければ ならない。即 (すなは)ち個 (こ)人 (じん)的 (てき)接 (せつ)觸 (しよく)と勸 (くわん)説 (せつ)によつて のみなし得 (え)られることである。しかも、この救 (きう)護 (ご)の 任 (にん)務 (む)に適 (てき)するのは大人物 (だいじんぶつ)でなければ ならない。これらの人 (ひと)達 (たち)が敬 (けい)意 (い)を表 (へう)する程 (ほど)の人 (じん)物 (ぶつ)でなければ 目的 (もくてき)は達 (たつ)せられない。
この時 (じ)代 (だい)的 (てき)孤 (こ)島 (とう)の 隱 (いん)遁 (とん)者 (しや)は朝 (てう)鮮 (せん)を通 (つう)じて或 (あるひ)は数 (すう)百人 (にん)を越 (こ)えぬかも知 (し)れない。或 (あるひ)はその代 (だい)表 (へう)者 (しや)的 (てき)なものは 数 (すう)十人 (にん)程 (てい)度 (ど)かも知 (し)れない。しかし彼 (かれ)等 (ら)には多 (おほ)かれ少 (すく)なかれ、隨 (ずい)從 (じう)の小 (せう)智 (ち)識 (しき)群 (ぐん)をもつてゐる。である から、数 (かず)が少 (すく)ないといつて、して、ほうつて置 (お)けといはるべきでは ない。山 (やま)陰 (かげ)の氷 (こほり)が融 (と)ければ春 (はる)は酣 (たけなわ)になるものである。
[bookmark: _GoBack]
